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Ｐ８０ ３節 一次関数の利用（専用のグラフ用紙準備すべき）

身のまわりにひろげよう どのプランがお得かな を読んでください。

ナレ－タ－、けいた、おじいさんと決めてよんでもらう。

おじいさんの料金をそれぞれのプランで求めてみよう。

Ａプラン ７００＋７０×４５＝３８５０

Ｂプラン １６００＋４０×（７０－６０）＝２０００

Ｃプラン ２４００

おじいさん ならＢプランがいいね。

１． 通話時間ｘ分のとき、料金ｙ円として、式に表しましょう。

Ａ・・・・ｙ＝４５ｘ＋７００

「グラフを書くために２点を見つけておきましょう」

切片７００でｘ＝４０のとき、ｙ＝２５００ （４０，２５００）

Ｂ・・・・６０までは ｙ＝１６００

６０以上 ｙ＝１６００＋４０（ｘ－６０）

＝４０ｘ－８００ ６０を超えた分

「グラフを書くために２点を見つけておきましょう」

ｘ＝６０のとき ｙ＝１６００ （６０，１６００）

ｘ＝１００のときｙ＝３２００ （１００，３２００）

Ｃ・・・・１４０までは ｙ＝２４００

１４０以上 ｙ＝２４００＋３５（ｘ－１４０）

＝３５ｘ－２５００ １２０を超えた分

「グラフを書くために２点を見つけておきましょう」

ｘ＝１４０のときｙ＝２４００ （１４０，２４００）

ｘ＝２００のときｙ＝４５００ （２００，４５００）
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通話時間ｘ分のとき、料金ｙ円として、グラフに表しましょう。

２．ＡプランとＢプランの料金が等しいところは 点Ｒです。

点Ｒは ｙ＝ １６００

ｙ＝４５ｘ＋７００ の交点です

０＝－４５ｘ＋９００

４５ｘ＝９００ ｘ＝２０ ２０分です。

３． ＢプランとＣプランの料金が等しいところは 点Ｔです。

点Ｔは ｙ＝ ２４００

ｙ＝４０ｘ－８００ の交点です

０＝－４０ｘ＋３２００

４０ｘ＝３２００ ｘ＝８０ ８０分です。

◎結局 ０ ～２０ Ａ

２０ ～８０ Ｂ

８０ ～ Ｃ


